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5 一 睡眠 と 起床 の 礼儀 作法 


萌 睡眠 前 に する こと : 














] 三 ジャ ー ビ ピル ( 條 に アッ テー の ご 清貧 あれ ) は 言い まし た 、 ! ア ッ テ ラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :* 夜 就寝 する 
時 に は 、 灯 り を 消す の だ 。 そ し て 扉 を 閉め 、 水 の 容器 の 口 を 閉じ 、 飲 食物 に 
義 い を か け よ 。”′ 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 り 




















@ 就寝 前 、 手 に つい た 脂 を 洗い 流す こと : 














1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
肥 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た 「 手 ! こ 脂 の 匂い が ある 状 
態 の まま で 、 そ れ を 洗わ ず に 寝 て し まっ て 何ら か の 災難 に 遭っ て も *、 人 の せ 
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ME する の で は 人 M | (アッ ー デ ティル ミ う イー と イア ン アン ッ マー ツジ ツ ャ の 信二 
) 
() 清浄 な 状態 で 就寝 する こと : 
1 一 ム ア デー ズ ・ ブ ン ・ ジ ャ バル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 











預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : De 
リム で あれ 、 清 浄 な 状態 で 眠り に つき 、 そ れ か ら 和 夜中 に 起き て アッ ラー に 現世 と 来 
世に お ける よき も の を 匂う な ら ば 、 そ れ を 与え られ る で あろ う 。」 (アブ ー・ ダ ー 
ウー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ) 















































2- イ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満 違 あ れ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ テラー の 
使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 いま し た : 「 清 浄 な 状態 で 
夜 を 過ごす 者 の 衣服 の 中 に は 、1 人 の 天使 が いる 。 そ し て その 天使 が こう 言う 
直ら つの の ヴ / よ 、 何 某 の 罪 を お 薇 し 
下さ い 。 彼 は 清浄 な 状態 の まま 夜 を 明か し た の で すか ら 。" 」 (イブ ン ・ ヒ 
ッ バ パーン の 伝承 り ) 






































@ ムスリム が 就寝 の 際 、 ク ルアー ン を 読む こと : 























1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 聞 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 毎晩 就 矯 す る 時 に は 、 両 手 を 合わ せ て そ 
護 を 吐く よう に し て 息 を 吹き 込み 、 そ れ か ら そ の 中 に 向かっ て : - 

















ュー 














デリ デ 
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| サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6296) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2012) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
2 
訳者 注 : その 睡眠 中 に 虫 や 、 あ る い は ジン な ど が や っ て 来 て 人 を 害する こと 、 あ る い は それ が らい 病 の 原因 と な る 
こと を 指し て いる 、 な ど と いっ た 解釈 が あり ます (アー バー ディ ー 著 スナ ン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 解説 「 ア ウ ヌ ・ 
アル テマ ァ ブ ー ド 」 よ り ) 。 
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真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1⑪860) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (1515) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3297) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2666) 。 文章 は イブ ン ・ マ ー ジ ャ の も の 





| 

真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (⑮5042) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4216) 、 ス ナン ・ 

イブ ン ・ マ ー ジ ャ (3881) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3131) 。 

? 良好 な 伝承 。 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ ヒ ッ パ ー ン (1051) 。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア ッ ニ テ サ ヒー ハ (2539) 参照 。 
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言え 、「 か れ は アッ ラー、 只 一 の お 方 。」, = 
言え 、「 私 は 上 暁 の 主 に ご 加護 を を いま す 。」, 1 
言え 、「 私 は 人 間 の 主 に ご 加護 を 人 如 い ます 。」, "を 唱え 、 そ れ か ら そ の 両手 














で も っ て 頭 と 顔 か ら 始め 、 そ れ か ら 体 の 前 部 、 と 届く 範囲 の 体 の 部 分 を 撫で 
まし た 。 そ し て それ を 3 回 繰り 返し た も の で す 。 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 














ュー ン 














ー ナ ウフ ァ ル ・ ア ル テ ア シュ ジャ イ MA 
博章 ジニ の の の 
半生 IP - 
え 、「 不 信仰 者 た ちよ 。」, ! を 読む の だ 。 そ し て それ を 最後 まで 読ん で か 
、 寝 よ 。 そ れ は シル ク ! か ら 潔 白 で いさ せ て くれ る の だ か ら 。" 」 (アブ ー 
・ ダ ー ウ ー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 『) 
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2 アーシング イグ 作 に ア ッ ラー の ご 清 層 あめ あれ) 信 言 いま し た 。 1 デ 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 に 、 ラ マダ ー ン 月 
の が カー ( 浄 財 ) の 保管 を 委任 し まし た 。 す る と ある 者 が や っ て 来 て その ( 
保管 中 の ) 食料 か ら 盗 も うと し た の で 、 私 は その 者 を 捕まえ て 言い まし た : 
” お 前 を アッ ラー の 使徒 の も と に し ょ っ ぴい て や る 。" - 中 略 - する と ( そ 
の 者 は ) 言い まし た :" 就 嫌 す る 際 に 、 デ ー ヤ トム ・ ア ル テ ク ル シ ー (クル ア 
ー ン 255 章 ) を 読め 。 そ うす れ ば お 前 に 、 ア ッ ラ ー の 御 許 か ら の ご 加護 が ある 
だ ろう 。 そ し て お 前 が 起床 する まで 、 シ ャ イタ ー ン (悪魔 ) は お 前 に 近付け 
な い だ ろ う 。 "する と (この 話 を 聞い た 預言 者 は ) 言い まし た :" そい つ は 
大 嘘つき だ が 、 (その こと に 関し て 言え ば ) 真実 を 語っ た 。 そ いつ は シャ イ 
が っ 7E2O だ の だ 中 (ZZ ルー アパ ー リ デー の 信和 未 り ) 






























































@⑯ 就寝 の 際 の タク ビー ルク" と タス ビー フリ" と タタ ハバ ミー が | : 











アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 (ある 時 ) ファ ー テ ィ マ が 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に 赴き 、 使 用 人 を 雇う 
こと を 彼 に 頼み まし た が 、 役 は 同意 し ませ ん で し た 。 そ れ で 彼女 は 言い まし 










































































6 訳者 注 : つま り ク ルアー ン の 最後 の 3 章 の こと 。。 
) サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5017) 。 

8 訳者 注 : クル アー ン 109 章 の こと 。 

! 訳者 注 : 詳 し く は 「 シ ルク 」 の 章 を 参照 の こと 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5055) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4227) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イー ⑬403) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2709) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 

11 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー 0⑮010) 。 ア ルミ ニブ ハー リー は この 伝承 を ム ア ッ ラク (伝承 経路 の 未 端 に 人 、 あ る い 
は それ 以上 の 伝承 者 の 欠落 が 見 られ る も の ) と し て いま す が 、 ア ン テ ナ サー イー 他 は これ を 十 全 か つつ 真正 な 伝承 経 
路 を も っ て 伝え て いま す 。 ア ル テ ア ル バ ー ニ ー の 「 サ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー 簡略 版 」 を 参照 の こと 。 
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訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 基 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た め の 言 葉 。「 
アッ ラー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
13 








訳者 注 : アッ ラー の 完全 無欠 性 、 全 て の 物事 か ら 超 越す る 崇 高 さ を 讃え る こと 。 「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 と いう 言葉 
に よる 唱 念 に 代表 され ます 。 

14 
訳者 注 : アッ ラー に こそ 全て の 寿美 が ある と 唱 念 す る こと 。 「 ア ル テ ハ ム ド ・ リ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代表 され ま 
お る 

















た ・・・- 中略 - 「 す る と 彼 (預言 者 ) は 私 た ちの も と を 訪れ まし た が 、 そ 
の 時 私 た ち は 就 短 し よう と し て いた と ころ で し た 。 - 中 略 - する と (預言 者 
は ) 言い まし た :" あな た 方 が 私 に 頼ん だ こと より 、 も っ と よい こと を 教え 
て や ろう うか? 就寝 の 際 に 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と 34 回 唱 念 し 、「 ア ル テ 
ハム ド ・ リ ッ ラ ー」 と 33 回 唱 念 し 、「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 と 33 回 唱 念 す る の 
だ 。 そ れ は あな た 方 が 私 に 頼ん だ こと より も 優れ た も の な の で ある 。" 」 ( 
アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ?) 





















































@ 必要 以上 に 寝床 を 増やさ な いこ と 














1 一 ジャ ー ビ ル ・ ブ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に 
麗 絆 。 Go いま し 
た : 「 寝 床 は 夫 に 1 つ 、 妻 に 1 つ 、 そ し て 3 つ 目 は 客人 の た め に (あれ ば 十分 で 
ある ) 。4 つ 目 の 寝 床 は シャ イタ ー ン (悪魔 ) の た め の そ れ な の だ 。」 ( ム ス 
リム の 伝承 ) 




















( 正当 な 目的 以外 の こと で 、 ア イプ シャ ー ( 夜 の 礼拝 ) 後に 話 を し て 
夜 更 か し し な いこ と : 





アブ ー・ バ ル ザ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 - 中 略 - 預言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は イプ シャー ( 夜 の 礼拝 ) 前 に 寝る こ 
と と 、 そ の 後に 話 を し て 過ごす こと を 好ま れ ま せん で し た 。 (アル テ ブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 ") 























@ 寝床 を 3 回 振り 払う こと : 








アデ ーッ ブラ イン ( 役 に ア ッ ラ デー の ご 満 違 あ れ ). は 言い まし た : ! 岳 言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : "就寝 する 時 に は 、 
OS 
DD に 入っ て 来 た か を 知ら な いか ら で あ る 。 そ し て こう 2 う 言 
6006 9 9 が 時 まま 。 あな た の 御名 に お いて 、 私 は 就寝 し 、 ま た 起床 し ます 
。 私 の 魂 を (眠っ て いる 間 に そ の 死 で も っ て ) 引き 留め られ る な ら ば 、 そ れ 
に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。 そし て も し それ を 解き 放っ て 生き 続け させ る と い 
う の で あれ ば 、 あ な た が 正しい し も で を 守護 され る と ころ の も の で も っ て 、 
それ を お 守り 下さ い 。」”′ 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 









































の ウド が ゥ ー" を し 、 そ れ か ら 体 の 右側 を 下 に し て 眠る こと : 
アル テバ ラー ッ ゥ ・ ブ ン ・ ア ー ズ ィ ブ (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言 
いま し た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 私 
に 言い まし た :" 就寝 する 時 に は 、 サ ラー (礼拝 ) の 時 に そう する よう に 
ウド だ ゥ ー す る の だ 。 それから 体 の 右側 を 下 に し て 横 に な れ 。 そし て こう 言う 
の だ : 「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 私 の 顔 を あな た に 服従 させ 、 私 の こと を あな た に 















































5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3113) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2727) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
5 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2084) 。 

リ サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (599) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (637) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6320) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2714) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

















9 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
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委ね まし た 。 そ し て 私 の 背中 を 、 あ な た の 謀 護 の も と に 置き ます 。 あ な た を 
望み 、 あ な た を 長 れ て "9。 あ な た か ら の 避難 所 も 救済 も 、 あ な た 以外 に は あり 
ませ ん 。 私 は あな た が 下さ れ た あな た の 啓典 と 、 あ な た が 遣わ され た あな た 
の 預言 者 を 信じ ます 。」 そ れ で (この よう に し た な ら ば ) も し あな た が ( 眼 
を 息 ま すこ と な く ) 死ん だ と し て も 、 あ な だ は プ ィ トレ ウジ" の も と に 死ん だ こ 
と に な る の だ 。 ゆ え に こ れ ら の 言 葉 を 、 あ な た が 口 に する 最後 の 言葉 と せよ 
。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ?) 











@ 就 欄 、 あ る い は 起床 する 時 に 言う こと : 


























1 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満 違 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
2 
「 私 た ち に 食べ させ 、 飲 ませ 、 満 足 さ せ 、 住 まい を 与え られ る アッ ラー に 党 
賛 あ れ 。 十分 に 満足 する こと な く 、 保 護 さ れ 安 ら ぐ 場所 も な い 者 た ち も 山 ほ 
NB に 

















2 一 「 ア ッ テ ラー よ 、 あ な た こそ 私 の 魂 を 創造 され 、 そ し て それ を 死な せる 
お 方 で す 。 生 か す も 殺 す も あ な た 次 第 で す 。 も し 生か し て 下さ る の で あれ ば 
、 そ れ を お 守り 下さ い 。 も し 御 許 へ 名 され る と いう の で あれ ば 、 そ れ を お 示 
し 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に ご 加護 を 求め ます 。」 (ムスリム の 伝 
承 “) 


3 一 「 ア ッ ラ ー よ 、7 層 の 天 の 主 、 偉 大 な る 玉座 の 主 よ 。 私 た ちの 主 、 万 物 
の 主 、 実 と 芽 を 芽 吹 か せる お 方 、 タ ウラ ー ト (トー ラー) と イン ジー シル ( 福 
音 ) と クル アー ン を 下 し た お 方 よ 。 私 は あな た に 全て の 物 の 悪 か ら の ご 加護 
を 求め ます 。 あ な た は それ ら の も の の 前 頭 部 を お 掴み に な る お 方 で す "。 ア ッ 
ラー よ 、 あ な た は 過去 の 永遠 か ら 存 在 さ れ た お 方 で 、 あ な た の 前 に は 何 も 存 
在 し ませ ん 。 あ な た は 未来 の 永 元 に か け て 存在 され る お 方 で 、 あ な た の 後に 
は 何 も 存 在 し ませ ん 。 あ な た は 最も 高き に お られ る お 方 で 、 あ な た の 上 に は 
何 も 存 在 し ませ ん 。 あ な た は 最も 近く に お られ る お 方 で 、 あ な た より 近く に 
は 何 も 存 在 し ませ ん 。 私 た ちの 負債 を 返済 させ 、 貧 困 を 取り 除い て 下さ い 。 
」 (ムスリム の 伝承 %) 

































































4 一 「 ア ッ ラ ー よ 、 不 可視 な る 世界 と 可視 な る 世界 を 知る お 方 よ 。 天 地 の 
創造 主 よ 。 万 物 の 主 ・ 支 配 者 よ 。 私 は あな た 以外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は な 
いこ と を 証言 し ます 。 そ し て 自分 自身 の 悪 、 シ ャ イタ ー ン (悪魔 ) と シルク" 
の 悪 か ら 、 あ な た に ご 加護 を 求め ます 。」 (アッ テテ ィ ル ミズ イィ イー と アッ テ 
タグ ヤー リネ イ ー の 伝承 り 



































2 訳者 注 : つま り ア ッ ラ ー の 報奨 や お 薇 し を 望み 、 か れ の お 即 りや 懲罰 を 恐れ る こと 。 
1 訳者 注 : 正 し い 自 然 の 天性 、 つ まり イス ラー ム の こと 。 
2 ササ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6311) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2710) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 











23 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2715) 。 

4 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2712) 。 

3 訳者 注 : 被 造物 は 全て アッ ラー の 支配 下 に ある と いう こと を 表し て いま す 。 
2% サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2713) 。 

7 訳者 注 : 詳 し く は 「 シ ルク 」 の 章 を 参照 の こと 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ ー (3392) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (2701) 、 ア ッ 
テ タ ヤー リス ィ ー ⑲) 。 
4 














5 一 デル ニン ラー ルッ プン ・ デ ー ズ ィ ブ (後に アッ テー の ご 滴 憶 あれ) 











よれ ば 、 項 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 就寝 の 際 に は 右手 
を の 下 に 置き 、 こ う 言 っ た も の で し た : 











復活 させ られ る その 日 、 私 を あな た の 
伝承 “) 








ドド デグー たよ 、 あな た の し も や が 


罰 か ら お 守り 下さ い 。」 (アフ マ ド の 














56 一 アブ ー・ ア ル テ ア ズ ハ ル ・ ア ル テ ア ン サ ー リ ( 彼 に アッ ラー の ご 満 





悦 あ れ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
は 人 夜 就寝 する 時 、 こ う 言 っ た も の で し た : 
身 を 横 た え ます 。 ア デッラ ー よ 、 私 の 罪 を お 薇 し 下さ い 。 そ し て 私 の シャ イタ 
ー ン (悪魔 ) を 私 か ら 遠 ざけ て 下さ い 。 





























に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 


「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。 私 は 


私 (の 魂 ) と いう 抵当 を 解き 放ち 、 





また 私 を (天使 た ちから な る ) 最高 位 の 集団 の 1 員 と し て 下さ い 。」 (アブ ー 


ゲー ウー ド の 倒 際 9 

















7 一 フ ザ イフ ァ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 有 預言 者 ( 

















彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 夜 就寝 する 際 に は 、 右 手 を 類 の 下 に 
置い て こう 言っ た も の で し た :" アッ ラー よ 、 私 は あな た の 御名 に お いて 死 








に 、 そ し て 生き ます 。" そし て 起床 する 時 に は こう 言っ た も の で し た :* 私 
た ち を 死な せ た 後 に 生き 返ら せら れ た アッ ラー に 、 全 て の 賞 圧 あれ 。 そ し て 
か れ に こそ 、 (最後 の 日 の ) 召集 が あり ます 。" 」 (アル テ ブ ハー リー と ム 


スリ ム の 伝承 ") 























8 一 デブ ー・ フ ライ ラ (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「- 中略 - 
「 私 を その 身体 に お いて お 守り 下さ り 、 
私 の 魂 を (再び 生 へ と ) 返し て 下さ り 、 私 に か れ を 唱 念 する こと を お 許し に 
な 人 られ だ アッ ジー 世 こ で 聞 べ で の 余 需 あれ に 」 (アデ ッ ョ ティ ルミ ズィー の 

















Eb の 言う 0 2 











伝承 ") 











@ 誰 の こと も 恨ん だ り 始 ん だ り し な い 心 の 状態 で 就 紛 す る こと : 














アナ ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
アム ル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は アッ ラー の 使 
NE 
て 、 次 の よう に ?) 回 言う の を 聞き まし た 、" 
民 送 な る 1 人 の 男 が や っ て 来 よ う 。” 
































アム ル は その 男 (預言 者 の 件 の 言葉 の 後 ! 
「 そ し て 言い まし た : " 私 は (天国 を 約 





れ た 者 ) の も と で 3 夜 過 ご し まし た 。 











NN、 ゲ デン ドジ ーッ クシ トド 











、 あ な た 方 の 面前 に 、 天 国 の 住 
0 そし て アプ ドッ ラー・ 9 ? 
こ 現 れ た 教 友 、 つ まり 天国 を 約束 さ 


























東 さ れ た ) あな た の 行為 を 見 、 そ し て それ に あや か ろう と あな た の も と に や 





っ て 来 ま し た が 、 あ な た が 特別 多く の 行い を する の を 見 ませ ん で し た 。 一体 
何 が アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) を し て あな た に 
笑 し 。 あの よう な こと を 言わ し め た の で し よう か する と ( 徐 ほ は) 言い 朱 
































9 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (18659) 。 ア ッ ニ スィ ルス イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (2754) 参照 。 
1 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド ⑮054) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 226) 。 





1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6314) 、 サ ヒー フ ・ ム ス ! 





32 良好 な 伝承 、 ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ ィ ー (940 
33 


訳者 注 :「 ア ン サ ー ル 」 は 、 マ ッ カ か ら 迫 害 を 逃れ て 











Js 


ム (2711) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


サ ヒ ー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2707) 。 








着 の 身 


迎え 入れ 、 財 や や 住居 な どの 物質 的 側面 と 精神 的 側面 か ら 援 助 





5 





着 の まま で マデ ィ ー ナ に 移住 し た 信仰 者 た ち を 当地 で 
し た 信仰 者 た ちの こと で す 。 

















し た :" (私 が 天国 を 約束 され た その 理由 は ) あな た が 見 た も の に 他 な ら な 
い 。"” そし て 私 が 立ち 去 ろ うと し た 時 、 か れ は 私 を 呼ん で 言い まし た :" ( 
私 が 天国 を 約束 され た その 理由 は ) あな た が 見 た も の に 他 な ら な い 。 た だ 私 
は 、 い か な る ムスリム に 対し て も 嘘 偽り の 心 を 持つ こと も な けれ ば 、 ア ッ ラ 
ー が ある 者 に 授け られ た よき も の に お いて 始 する こと も な い だ け な の だ 。 
由 デ ンス ドッ クー 全 言 いま し た: 0 それ こそ で が あめ な た を 天国 の 佳生 と し た 
も の で あり 、 そ し て 私 た ち が 達 成 出 来 な いも の で す 。" 」 (アフ マ ャ ド の 伝承 \ 
) 












































@ 夜 、 寝 返り を うつ 時 の 言動 : 











ウ バ ー ダ ・ ブ ン ・ ア ッ テ サ ー ミ ト ( 彼 に アッ ラー の ご 満 違 あ れ ) に よれ ば 
、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 夜 眼 を 覚 
まし 、" いか な る 共同 者 も 有 し な い 、 唯 一 の アッ ラー の 他 に 真 に 祭 拝 すべ き 
も の は な し 。 か れ に こそ 真 の 主権 と 賃 其 は 属し 、 か れ は 全て の こと が お 出来 
に な る 。 アッラー に こそ 全て の 賞賛 あれ 。 い か な る 欠陥 や 不 完全 性 か ら も 無 
続 の アッ ラー の 祭 高き よ 。 ア デッラ ー は 偉大 な り 。 そ し て アデ アッラー の 他 に 諸事 
を 司 り 事 象 を 変転 きせ る 、 い か な る 威力 も な し 。" と 言い 、 それから" アッ 
ラー よ 、 私 を お 赦し 下さ い 。 "と 言う か 、 あ る い は (その 他 の ) が ゥ デー ( 
祈願 ) を する な ら ば 、 そ れ は 叶え られ る で あろ う 。 そ し て も し ウド だ ゥ ー" を し 
、 サ ジー (礼拝 ) する な ら ば 、 そ の サラ ー は 受け 入れ られ る で あろ う 。」 ( 
アル テ ブ ハー リー の 伝承 め 

































































34 

真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (12697) 。 ア ルニア ルナ ウー ト は 、 そ の 伝承 経路 は 真正 な も の で ある と いっ て い 
ます 。 
5 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
% サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1154) 。 























6 


